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グローバルに活躍する専門職業人
　大阪工業大学は、社会の変化に応え、常に教育改善に取り組んでいる。教育面では、「ＰＢＬ教育」の充実を図るとと
もに、グローバル人材の育成をめざし、海外有力大学との連携や研究・教育交流を推進している。２０１３年度より独
自の国際交流プログラムが動き出した。

Step2 : 国際ＰＢＬプログラム（主に２年生～３年生）
　海外の大学を活動の拠点にＰＢＬを実施するプログラム。現地学生と混成チームをつくり、１週間程度、共通の課題
に取り組む。海外協定校を中心に国立台北科技大学、国立台湾科技大学、タマサート大学などと実施。

Language Learning Center (LLC)
Welcome to the Language Learning Center!
The Language Learning Center [LLC] is here to help 
you learn English! The LLC staff come from all over the 
world and we are very friendly. In the LLC you can 
access many different kinds of language learning 
materials such as textbooks, movies, games and 
magazines. You can make an appointment to practice 
speaking English with one of the LLC teachers and you 
can also get help to make a personal language 
learning plan! You can also reｃieve English language 
learning advice in Japanese. Anyone can use the LLC 
so please come and have a look. We will be happy to 
show you around.

Step4 : 海外研究支援プログラム（大学院内部進学者～大学院生）
　本学大学院に進学が確定している学部生および大学院生の中から選抜し、海外の大学・研究機関に一定期間
（１ヵ月以上)派遣。渡航費と研究活動の経費の一部を大学が支援する。

（2025年11月現在）海外交流協定締結大学等一覧

香港伍倫貢學院
南京工業大学
江南大学
北京科技大学
大田大学校 
仁濟大学校
国民大学校
中央大学校
嘉泉大学校
漢陽大学校 ERICAキャンパス
モンゴル工業技術大学
モンゴルコーセン技術カレッジ
マニパル大学
パランカラヤ大学
ウィドヤ・マンダラ・カトリック大学
ムラワルマン大学 
バクリ大学
ハサヌディン大学
セプルーノペンバー工科大学
マレーシア工科大学
マレーシアサバ大学
ペトロナス工科大学
マレーシアサインズ大学
サンホセレコレトス大学
国立虎尾科技大学
国立高雄科技大学
国立台北科技大学
国立台湾科技大学
国立清華大学
国立雲林科技大学
南台科技大学
世新大学
大同大学
台湾経済部
国立中興大学
国立陽明交通大学
シンガポール工科デザイン大学
タマサート大学シリントーン国際工学部
タマサート大学 
泰日工業大学
チュラーロンコーン大学
ラジャマンガラ工科大学
マヒドン大学
VISTEC
ダナン工科大学
カントー大学

中国

韓国

モンゴル

インド
インドネシア

マレーシア

フィリピン
台湾

シンガポール
タイ

ベトナム

キング・アブドゥルアズィーズ大学

クイーンズランド工科大学
スインバン工科大学

タンペレ大学
ユヴァスキュラ大学
ウプサラ大学
スタヴァンゲル大学
ヴロツワフ工科大学
ウィーン工科大学
ヴッパタール大学
ミュンヘン工科大学
ミュンヘン防衛大学
HAWK応用科学芸術大学
デルフト工科大学
アイントホーフェン工科大学
パリ・デジタルイノベーション大学院
ボルドー大学
モンペリエ大学
ポリテクモンペリエ
ENTPE
パリ・ヴァル・ドゥ・セーヌ国立高等建築学校
ストラスブール大学国際知的財産研究センター
パリ建築大学
サラマンカ大学
マドリード工科大学
オジェギン大学
トリノ工科大学

アンジェロ州立大学
クレムソン大学
ライス大学
サンノゼ州立大学
ジョージア工科大学
ネバタ大学リノ校
サンフランシスコ州立大学
OCAD University
レジャイナ大学

グアナファト大学

ジガンショール大学

サウジアラビア

オーストラリア

フィンランド

スウェーデン
ノルウェー
ポーランド
オーストリア
ドイツ

オランダ

フランス

スペイン

トルコ
イタリア

アメリカ

カナダ

メキシコ

セネガル

アジア
中近東

オセアニア

ヨーロッパ

北米

中南米

アフリカ

大阪工業大学33 常翔学園 34

ここにしかないもの

国際交流・連携プログラム

国際交流
詳細は本学公式WEBサイトをご覧ください
URL：https://www.oit.ac.jp/international/index.html

LLC
詳細は本学公式WEBサイトをご覧ください
URL:https://www.oit.ac.jp/international/llc-oit.html
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大阪工業大学33 常翔学園 34

ここにしかないもの

国際交流・連携プログラム

国際交流
詳細は本学公式WEBサイトをご覧ください
URL：https://www.oit.ac.jp/international/index.html

LLC
詳細は本学公式WEBサイトをご覧ください
URL:https://www.oit.ac.jp/international/llc-oit.html



地域連携
　大学で学んでいることをもとに、地域社会とコミュ二ケーションを取りながら、抱える課題・問題に取り組み、さま
ざまな提案や活動を実践していくことができるのも本学ならではのこと。建学の精神にもあるとおり地域社会との
連携を深め、複数の自治体等と連携協定を結び、さまざまな活動を展開している。

産官学連携
　『創造』『知識』が無限に広がる最先端の研究施設として、工学の広範な分野を網羅する大学院工学研究科・ロボ
ティクス&デザイン工学研究科・情報科学研究科をベースに研究センター・教育施設を設置し、最先端の研究開発
や学術的・実用的な研究開発に取り組んでいる。併せて、大学院知的財産研究科による知的財産マネジメント・シス
テムを有機的協働体として組織し、産業界・公的機関等との広範な連携のもと、科学技術イノベーションの推進と知
的創造サイクルの構築、新たな知的財産の創造を目指している。
　また、大阪商工会議所や大阪産業技術研究所、金融機関などと連携して各種セミナーや人材育成事業を行っている。

　大阪工業大学は大学の3つの使命である「教育」「研究」「社会貢献」を果たすため、地域社会の一員としての自
覚のうえに社会との連携強化を図りながら、本学の専門性を生かした知的・人的資源を活用することで、地域社
会の発展に寄与する。

淀川学

数理・データサイエンス・AI教育プログラム
「OIT MDASH（リテラシー）」

大阪工業大学には「淀川学」という特長的なカリキュラムがある。

　技術者は現在の地球に生きる人々のくらし
を安全・安心・快適なものとするために、日夜
努力している。同時に、先の世代もこのような
文化的・経済的に水準の高い生活が送れるよ
うに持続可能な開発を実現することも期待さ
れている。これらを両立して行くためには地球
環境に配慮した技術開発・ものづくりを行わな
ければならない。また、ICTやAIなどの技術開
発により、Society 5.0が提唱された現代社会
では、技術の招く未来に対する視点の広さと深
さ、そして倫理観が強く求められている。
　「淀川学」は、教室から望むことができる淀
川を題材として多様な観点で淀川や淀川流域
を捉えることで自然と人とのかかわり合いを
学び、環境共生の意識を育むカリキュラムで
ある。淀川という身近な環境を私たちがどの
ように利用し、影響を受け、現在があるのか、
さらにはどのような未来を作っていくのかを、
各専門学科との関わりも含めて、地学、生物学、
科学技術、社会学、歴史学、環境倫理学の分野から学ぶ。多様な分野が関係しながら社会が形成されている
ことを学び、視野の広い技術者を育てる。「淀川学」は単に河川や流域の理解にとどまらず、世界に向けた視
点を育むベースとなり、サステナビリティの実践につながる。
　2025年度には、大阪・関西万博において「淀川学にもとづく次世代の持続可能な開発を目的とした人材
育成」をテーマに、この授業の実践内容を発表・展示した。

　科学技術イノベーションの活用を通じた「人間中心の社会（Society5.0）」
の実現に向けて、近年はあらゆる分野でデータ利活用が必須となっており、す
べての大学で、リテラシーレベルの「数理・データサイエンス・AI教育」の導入
が進められている。
　本学でも、数理科学への関心を高め、データ利活用に関わる基礎的能力を
育成することを目的として、情報科学部で検討した基本プロブラムを各学部の
カリキュラムに応用的に組み込みながら、全学的に「数理・データサイエンス・
AI教育／OIT MDASH（リテラシー）※」を開講している。
※文部科学省「数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度（リテラシーレベル）」に
　認定されています。〈認定の有効期限：2028（令和10）年3月31日まで〉

運営方針と行動計画
運営方針

　主に自治体、教育団体、公共団体等との連携により次の事業を推進する。
◇青少年育成事業（主に理科教育）                              ◇地域住民向け公開講座や体験教室など生涯教育事業
◇まちづくり、賑わい創出事業（地域行事参画、地元商店街活性化など）     ◇行政活動に対する助言・提言（自治体の委員就任を含む）
◇遠隔過疎地域活性化事業および災害復旧活動          ◇その他、社会貢献、社会連携に関する事業

行動計画

世界で最も影響力のある研究者トップ2%に本学の教員4人が選出

大阪工業大学35 常翔学園 36

ここにしかないもの

　2025年9月19日、スタンフォード大学とエルゼビアが世界のトップ2％の科学者を特定する包括的なリスト「標準
化された引用指標に基づく科学者データベース」を更新・発表し、本学から6人の教員が選出された。

　学術書誌データベースであるScopusから
引用されたこのリストは、22の科学分野と174
のサブ分野に分類されており、8月1日時点で
少なくとも5つの論文を発表している研究者を
対象としている。

URL：https://www.oit.ac.jp/oit/cooperation/index.html
詳細は本学公式WEB サイトをご覧ください
社会・地域連携

URL：https://www.research.oit.ac.jp/
詳細は本学公式WEB サイトをご覧ください
産官学連携・研究支援

URL：https://www.oit.ac.jp/oit/
about/educational_program.html

詳細は本学公式WEB サイトを
ご覧ください。

OIT MDASH （リテラシー）

URL：https://www.oit.ac.jp/news/
topics/jr6p0500000036ob.html

トピックスをご覧ください
本学公式WEBサイト
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ざまな提案や活動を実践していくことができるのも本学ならではのこと。建学の精神にもあるとおり地域社会との
連携を深め、複数の自治体等と連携協定を結び、さまざまな活動を展開している。

産官学連携
　『創造』『知識』が無限に広がる最先端の研究施設として、工学の広範な分野を網羅する大学院工学研究科・ロボ
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　認定されています。〈認定の有効期限：2028（令和10）年3月31日まで〉
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　主に自治体、教育団体、公共団体等との連携により次の事業を推進する。
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世界で最も影響力のある研究者トップ2%に本学の教員4人が選出
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ここにしかないもの

　2025年9月19日、スタンフォード大学とエルゼビアが世界のトップ2％の科学者を特定する包括的なリスト「標準
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引用されたこのリストは、22の科学分野と174
のサブ分野に分類されており、8月1日時点で
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URL：https://www.oit.ac.jp/oit/cooperation/index.html
詳細は本学公式WEB サイトをご覧ください
社会・地域連携
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topics/jr6p0500000036ob.html

トピックスをご覧ください
本学公式WEBサイト
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主な研究・教育施設

約350m2のクリー
ンルームとハイテ
ク装置が設置され
ている工学部付設
の教育・研究施設。
特に、先端半導体
の研究や人材育成
に力をいれている。

ナノ材料マイクロデバイス研究センター

人の動きを測定す
る（モーションキャ
プチャ）装置や3次
元形状を取り組む
3次元非接触形状
入力装置、CG作成
用端末などを使っ
て、デジタルアーカ
イブに関する研究
に取り組んでいる。

デジタルアーカイブセンター
産官学連携および
本学における複数
の学問分野の融合
により、企業や社会
が抱える課題の解
決を図ることを目
的とした「全学的な
イノベーション教
育・研究を支援す
る拠点」である。

イノベーションデザイン教育研究センター（CIDRe）

「構造実験棟」は、
実物あるいは実物
大モデルを用いた
大規模な実験がで
きる西日本最大級
の施設である。

八幡工学実験場

切削加工ができる
「精密加工室」、電
子回路や設計図面
の制作ができる
「CAD／CAE室」
などがあり、プロ
ジェクト活動の拠
点にもなっている。

モノラボ（ものづくりセンター）
ソーラーカーやロ
ボットなど、さまざ
まな学生プロジェ
クトの活動拠点。
ミーティングや部
品製作、組み立て
などを行っている。

モノラボANNEX

　ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション：ＩＴの浸透が
人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させる）
の実現に必要なＡＩ、ＩｏＴ、ＣＰＳ、データサイエンス、ＩＣＴ、
仮想空間技術、サイバーセキュリティなどの多種多様な
デジタル技術に関する実証実験を行う拠点である。
　天候に左右されずに多数のドローンの飛行やロボッ
トが動き回ることができる屋内実験空間となっており、
物流、農業、防災分野などにおけるＡＩやソフトウェアで
制御されたドローンやロボットの社会応用実験、大規模
なＸＲシステムの研究開発を可能にする。

DXフィールド　

学生の自主的な活動
　学びの場は教室だけではない。自らの夢や目標に向かって自分を磨く。本学ならではの学びの一つに学生が主体
となって取り組むプロジェクト活動や課外活動がある。学部や学科の枠を超えて、仲間たちと考え、切磋琢磨し技術
力を高め、地域社会との関係を深め、外部の発想にも刺激を受けて、それぞれの活動に取り組んでいる。

大宮キャンパス・ものづくりセンターの別館「モノラボANNEX」を拠
点に「人力飛行機」「ロボット」「学生フォーミュラ」「ソーラーカー」の
４団体が活動している。学年、研究室、学科の枠を超え、それぞれが
一つの目標に向かってものづくりや研究開発に取り組んでいる。

人力飛行機 ロボット 学生フォーミュラ ソーラーカー

https://www.oit.ac.jp/oit/facility/monolab/index.html

詳細は本学公式WEBサイトを
ご覧ください

モノラボプロジェクト

URL：https://www.oit.ac.jp/gakusei/club/index.html

詳細は本学公式WEBサイトを
ご覧ください

クラブ＆サークル

モノラボプロジェクト

現在、約90団体が活動している。学園祭実行委員会（各キャンパ
ス）、應援團、国際友好部・留学生友好会などの活動もある。

クラブ＆サークル

　

大阪工業大学37 常翔学園

ここにしかないもの

URL：https://www.oit.ac.
jp/oit/facility/index.html

詳細は本学公式WEB
サイトをご覧ください

研究・教育施設

研究センター

教育施設

教育施設

教育施設

研究センター教育施設

研究センター教育施設
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主な研究・教育施設
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特に、先端半導体
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に力をいれている。
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人の動きを測定す
る（モーションキャ
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元形状を取り組む
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入力装置、CG作成
用端末などを使っ
て、デジタルアーカ
イブに関する研究
に取り組んでいる。

デジタルアーカイブセンター
産官学連携および
本学における複数
の学問分野の融合
により、企業や社会
が抱える課題の解
決を図ることを目
的とした「全学的な
イノベーション教
育・研究を支援す
る拠点」である。

イノベーションデザイン教育研究センター（CIDRe）

「構造実験棟」は、
実物あるいは実物
大モデルを用いた
大規模な実験がで
きる西日本最大級
の施設である。

八幡工学実験場

切削加工ができる
「精密加工室」、電
子回路や設計図面
の制作ができる
「CAD／CAE室」
などがあり、プロ
ジェクト活動の拠
点にもなっている。

モノラボ（ものづくりセンター）
ソーラーカーやロ
ボットなど、さまざ
まな学生プロジェ
クトの活動拠点。
ミーティングや部
品製作、組み立て
などを行っている。

モノラボANNEX

　ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション：ＩＴの浸透が
人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させる）
の実現に必要なＡＩ、ＩｏＴ、ＣＰＳ、データサイエンス、ＩＣＴ、
仮想空間技術、サイバーセキュリティなどの多種多様な
デジタル技術に関する実証実験を行う拠点である。
　天候に左右されずに多数のドローンの飛行やロボッ
トが動き回ることができる屋内実験空間となっており、
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ご覧ください
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大阪工業大学のシンボルについて

　色鮮やかなシアンで工業大学の「工」を表現し、正方形を取り巻く空間が社会を、
正方形がテクノロジー分野を表しています。そしてその中に夢をカタチにする専
門職業人を育成するOIT（Osaka Institute of Technology）をかたどり、社会
との一体感を表現している。
　大阪の地で100年以上にわたって、社会の各分野で活躍する有為な人材育成に
努めてきた歴史や伝統と、社会に絶えず発信していく「力強さ」「先進性」を感じさ
せる。
　マークのカラー（シアン）には、水の青をセレクトし、淀川から世界へ、川の流れか
ら世界の海原へというグローバルな発想とともに「人にも地球にもやさしい」姿を
表している。

コミュニケーションマーク・カラー

　多くの専門職業人を世に送り出し、新しいライフスタイルを技術面から支え「夢をカ
タチに」することができる「人」を育ててきた本学の新たな大学像を、シンプルかつダイ
レクトに表現している。

　大阪工業大学の校章は、校名の略称である「工大」の文字を図案化してつ
くったものである。

タグライン 「みらいを　つくる　つたえる　まもる。」

スクールカラー

校章

　スクールカラー（名称：大阪工大ブルー）の「紺青（こんじょう）色」は、日本
の長い歴史の中で生まれた伝統色で、専門職業人の育成に長年努めてきた
本学の歴史と伝統を表現している。 〔印刷物：C100%+M78%+Y21%+K0%〕

　本学の歴史と伝統、建学の精神を引き継ぎ、将来にわたって発展を続けるために、学園創立90
周年に当たる2012年に「人にも地球にもやさしく、夢をカタチにする専門職業人を育成し、幅広
く社会とつながる大学」という大学像を広く社会につたえるコミュニケーションマーク・タグライ
ン等を制定した。

公式ホームページ

■ 大宮キャンパス〔大阪市旭区大宮5-16-1〕

工学部
都市デザイン工学科
建築学科
機械工学科
電気電子システム工学科
電子情報システム工学科
応用化学科
環境工学科
生命工学科

大学院工学研究科
建築・都市デザイン工学専攻
電気電子・機械工学専攻
化学・環境・生命工学専攻

■ 梅田キャンパス〔大阪市北区茶屋町1-45〕

ロボティクス＆デザイン工学部
ロボット工学科
システムデザイン工学科
空間デザイン学科

大学院ロボティクス＆デザイン工学研究科
ロボティクス＆デザイン工学専攻

■ 枚方キャンパス〔大阪府枚方市北山1-79-1〕

情報科学部
データサイエンス学科
実世界情報学科
情報知能学科
情報システム学科
情報メディア学科

大学院情報科学研究科
情報科学専攻

知的財産学部
知的財産学科

大学院知的財産研究科
知的財産専攻【専門職大学院】

＠OITtopics
https://www.facebook.com/OITtopics

＠OIT_pr
https://x.com/OIT_pr

URL:https://www.oit.ac.jp

UNIVERSAL PASSPORT（UNIPA）
https://unipa.oit.ac.jp/uprx/

oit_dikoudai
https://www.instagram.com/oit_daikoudai/

OITPublicity
https://www.youtube.com/user/OITPublicity

学部・学科／大学院研究科・専攻（ 2 0 2 5年度）
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THE世界大学ランキング2026にランクイン
　2025年10月9日、イギリスの高等教育専門誌「THE（Times Higher Education）」が「THE世界大学
ランキング2026」を発表し、本学は1501+にランクインした。
　今回、ランキング対象になったのは115の国・地域の2,191校で、前年から99校増えて過去最多。
　このランキングは「教育」「研究環境」「研究の質」「産業界」「国際性」の5分野について、17の指標で各大
学のスコアを算出、毎年発表している。2026版における日本の大学のランクイン数は前年より4校少ない
115校でした。
　ランキングや指標の詳細は、THE世界大学ランキング2026の公式WEBサイト参照。

東京大学

京都大学

東北大学

大阪大学

名古屋大学

東京科学大学、九州大学

北海道大学、筑波大学

順天堂大学

広島大学、慶應義塾大学、神戸大学、会津大学

和歌山県立医科大学、早稲田大学

千葉大学、藤田医科大学、浜松医科大学、金沢大学、熊本大学、京都府立医科大学、日本医科大学、
岡山大学、東京医科大学、横浜市立大学

愛知医科大学、岐阜大学、一橋大学、法政大学、兵庫医科大学、関西医科大学、近畿大学、久留米大学、
九州工業大学、長崎大学、名古屋市立大学、新潟大学、大阪公立大学、札幌医科大学、滋賀医科大学、
信州大学、東京慈恵会医科大学、電気通信大学、東海大学、徳島大学、東京農工大学、東京理科大学、
豊橋技術科学大学、産業医科大学、横浜国立大学

秋田大学、青山学院大学、千葉工業大学、中部大学、中央大学、獨協医科大学、同志社大学、愛媛大学、
群馬大学、弘前大学、茨城大学、香川大学、鹿児島大学、神奈川大学、関西大学、北里大学、高知大学、
高知工科大学、工学院大学、関西学院大学、京都工芸繊維大学、明治大学、名城大学、三重大学、
室蘭工業大学、長岡技術科学大学、名古屋工業大学、日本大学、お茶の水女子大学、大分大学、
岡山理科大学、大阪工業大学、大阪医科薬科大学、立教大学、立命館大学、龍谷大学、佐賀大学、
埼玉医科大学、埼玉大学、芝浦工業大学、島根大学、静岡大学、上智大学、帝京大学、東邦大学、
東京都市大学、東京電機大学、東京都立大学、東京農業大学、東京海洋大学、東京工科大学、鳥取大学、
富山県立大学、東洋大学、福井大学、兵庫県立大学、宮崎大学、静岡県立大学、琉球大学、富山大学、
山梨大学、宇都宮大学、山形大学、山口大学

26

61

103

151

201～250

301～350

351～400

501～600

601～800

801～1000

1001～1200

1201～1500

1501＋

※参考：ランクインした大学＜同一ランク帯内は、大学の英語名称のアルファベット順に記載＞
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